
時 間 帯

 8名 3日 18時間 9:15～16:00 20,000円

1/11(水) ～ 1/13(金)

3/14(火) ～ 3/16(木)

M032A

M032B

自分で勉強していたことが教えてもら
うことで更なる理解につながった。
品質管理をしていく上で問題が発生し
た際の解決などに役立つのではと思い
ました。
材料の特性試験をする上で材料力学の
部分で理解が深まった。
会社内で今回の受講内容を受けたことが
ないので、効果が期待できると思います。

●

●

●

●

時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 22,500円

7/19(火) ～ 7/22(金)

8/2(火) ～   8/5(金)

8/23(火) ～ 8/26(金)

1/17(火) ～ 1/20(金)

3/7(火) ～ 3/10(金)

M041A

M041B

M041C

M041D

M041E

CADは必要なスキルなので、その一歩目
としてとても良かった。

修理・改善の部品図や、設備レイアウト
変更図を他の人へ依頼していたが、自分
で書けることにより仕事がスムーズに
なる。

CADの基本的な使用方法を学ぶことが
でき業務に役立つと思う。

●

●

●
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このコースと続けて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「設計に活かす３次元CADサーフェス
モデリング技術」M043

時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 21,500円

4/12(火) ～   4/15(金)

6/28(火) ～     7/1(金)

10/11(火) ～ 10/14(金)

1/10(火) ～   1/13(金)

M042A

M042B

M042C

M042D

業務上理解がないまま進めていた作業につ
いて（CATIAの考え方）理解できた｡(M042B)

設計業務で必要な能力のため受講したが、
OJTでは教わらない丁寧な内容だった。

ソリッドワークスで効率良く図面が書ける
ような操作方法を学べたと思う。

コースによって使用ソフトが異なりますのでご注意ください

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,500円

9/6(火) ～ 9/8(木)

1/31(火) ～ 2/2(木)

M043A

M043B

サーフェスを使ってどのようにモデリング
を行うかのプロセスを学ぶことができた。

知らなかったコマンド、機能を知り、サー
フェスを使えるようになった。

普段、業務の中では身に付かないスキルが
身に付きました。

SOLIDWORKS（M043B）では、ソフト
ウェアの機能の関係で、曲面を持つソ
リッドの作成や編集を主に行います。

●

●

●

※

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「設計に活かす3次元CADソリッド
モデリング技術」M042

コースによって使用ソフトが異なりますのでご注意ください
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▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 17,500円

4/25(月) ～   4/28(木)

7/5(火) ～     7/8(金)

8/23(火) ～   8/26(金)

10/11(火) ～ 10/14(金)

M051A

M051B

M051C

M051D

機械の構造や役割を知り、普段とは違っ
た視点から考えられるようになると思
いました。
今まで理解しているようで理解してい
なかった所に気づけました。
毎日見る点検ですが仕組みがわからな
かったため、今回学べてとても良かっ
た。
どの内容も現在、自分がしている仕事で
必要な知見であり知識を深めることが
できた。
点検項目の曖昧な部分の見直しに利用
できそうです。また、回路図の記号につ
いて理解できました。

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,500円

8/2(火) ～ 8/4(木)

3/1(水) ～ 3/3(金)

M052A

M052B

空気圧装置との違いが整理できました。

今まで油圧の仕組みを理解できていな
かったが理解できるようになった。

知らなかった技術を沢山知ることがで
きた。

基礎知識がないまま現場に入っていた
が、今回のセミナーで油圧についてきっ
かけを作ることができました。

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,500円

7/26(火) ～ 7/28(木)

1/17(火) ～ 1/19(木)

M053A

M053B

エアー回路図について読み解けるよう
になった。

普段使用している部品の作動原理を知
ることができました。

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,000円

2/15(水) ～ 2/17(金)M054A

空圧機器を使用した機械が多い部署で
勤務しているため、大変良い勉強になり
ました。

仕事で使用している機器と同じ種類の
ものが多数あったので学べて良かった
です。

●

●

－ 29 －

▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 10,500円

10/18(火) ～ 10/19(水)M055A

電動シリンダの構造、保守方法が理解で
きました。

これまで何となく行っていた作業等の
知識が深まりました。

●

●

講師は、電動アクチュエーターを製
造している（株）ＩＡＩ（アイエイアイ）
営業技術担当の方を予定しています

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

5/31(火) ～   6/2(木)

7/12(火) ～ 7/14(木)

M056A

M056B

長年疑問になっていたことを理解でき
ました。

先生の説明が分かり易く、実際の現場の
話しなど、ためになることが多かった。

現在の会社では､独学で覚えなければな
らないため今回の講習はとても勉強に
なった。

設計専門なので実習はとても刺激を受
けました。

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

6/7(火) ～   6/9(木)

7/20(水) ～ 7/22(金)

M057A

M057B

今回学んだことを活かして部品管理の
方法を見直そうと思いました。

仕事では、曖昧な部分があったが専門的
に学ぶことができました。

機械の分解、組立を通して様々な部品の
使い方が理解できました。

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 14,000円
伝動装置の機械保全技術

伝動装置の保全知識を深め、実習を通して的確な技術を習得するコースです

伝達用装置の取扱い（歯車の知識、Ｖベルトの知識、駆動チェーンの知識）について、
歯車・ベルト等の組付け実習を通して習得します。

①　コース概要及び留意事項
②　伝動装置の機械要素部品の構造
③　伝動装置の不良対策実習
　　・振動計、温度計を用いた分解前運転状態の把握
　　・分解部品の洗浄、非破壊検査、測定
　　・交換基準による交換部品の有無確認
　　・伝動装置における主要な故障部位と詳細
　　・回転機械の組立て及び調整実習
　　・軸
　　・運転状況の観察・測定（回転数・温度測定・振動等）
④　まとめ

機械及び生産設備の保全に従事されている方

長袖作業服（上着）、安全帽、筆記用具

作業工具一式、測定装置一式、回転装置一式

9/13(火) ～ 9/15(木)M058A

－ 31 －
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時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16:00 14,500円
渦巻きポンプの保全実務

渦巻きポンプ保全の知識を深め、実習を通して的確な技術を習得するコースです

水処理設備や工作機械に使用されている渦巻きポンプの保全方法と、メカニカル
シールの取扱いを習得します。

①　コース概要及び留意事項
②　渦巻きポンプに関連する不良
③　渦巻きポンプの特徴
④　軸封装置
⑤　ポンプの保全
　　・グランドパッキンの交換
　　・メカニカルシールの交換
　　・軸封部の改善（グランドパッキンからメカニカルシールへ）
　　・軸継手の心出し作業
　　・液漏れ確認
　　・試運転
⑥　ポンプの故障とその対策
⑦　まとめ

機械及び生産設備の保全に従事されている方

長袖作業服（上着）、安全帽、筆記用具

渦巻きポンプ、メカニカルシール、グランドパッキン、ダイヤルゲージ、スコヤ、シム

9/27(火) ～ 9/28(水)M059A

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円
油圧システムの保全技術

油圧システム保全の知識を深め、実習を通して的確な技術を習得するコースです

油圧システムを構成する機器の機能や用途を理解して、油圧回路のトラブル時の原
因追究法と制御系トラブルの対策方法について習得します。

①　コース概要及び留意事項
②　油圧システムにおけるトラブル概要
③　構成機器の構造・動作原理
④　構成機器の分解組立・特性実習
⑤　実用回路とトラブル対応実習
　　・抵抗負荷実習
　　・垂直負荷実習
　　・動作不具合からからのトラブルシューティング
　　・原因の予測と分解確認実習
　　・正常動作確認実習
⑥　まとめ

機械及び生産設備の保全に従事されている方

長袖作業服（上着）、安全帽、筆記用具

油圧実習装置、カットモデル、分解用ポンプ・バルブ

11/15(火) ～ 11/17(木)M060A
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 10,500円

4/14(木) ～ 4/15(金)

5/31(火) ～   6/1(水)

7/26(火) ～ 7/27(水)

8/2(火) ～   8/3(水)

1/18(水) ～ 1/19(木)

M071A

M071B

M071C

M071D

M071E

使用したことのない測定機などもあり
大変勉強になりました。

マイクロメータやダイヤルゲージの正
式な使い方を知ることができて良かっ
た。会社では中々聞くことができないた
めです。

正しい測定方法を学ぶことで、より適切
に、正確に計測ができるようになりまし
た。

作業する面での注意するポイントなど
仕事をする時に気を付けてできるよう
になったと感じました。

●

●

●

●

時 間 帯

 6名 3日 18時間 9:15～16:00 18,500円

8/23(火) ～ 8/25(木)M072A

三次元測定の考え方や基本的な操作方
法を理解できました。

今までやったことのない内容でしたが
今後の仕事に取り入れ向上できると思
います。

測定業務の幅が広がりました。

●

●

●

－ 33 －
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16：00 17,500円

10/6(木) ～ 10/7(金)W001A

知識の基礎や実技のポイントを知るこ
とができた。

溶接の理屈（溶融池、溶融スラグ）を理解
しながら作業できました。

各種接手溶接について細かく注意点を
教育してくれ、理由も丁寧に説明してく
れた。

●

●

●

時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 20,000円

6/23(木) ～   6/24(金)

10/13(木) ～ 10/14(金)

W002A

W002B

溶接を業務の中で殆ど行ってないが、講習
会で技術が身についた事を実感できた。

何となくで仕事をしていたが、今回正し
い知識を得ることができた。

電流・電圧など溶接条件によってなぜそ
うなるのか理由を細かく教育してくれた。

●

●

●
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時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 20,000円

5/12(木) ～   5/13(金)

7/7(木) ～     7/8(金)

11/10(木) ～ 11/11(金)

1/26(木) ～   1/27(金)

W003A

W003B

W003C

W003D

会社では中々教わらない溶接法などを知るこ
とができた

TIG溶接の仕組みを知ることができた

今まで独学だったので正しい知識を得ること
ができた

会社で「こうする」「こうするといいよ」と教
わっていた事柄の具体的な理由が明確になり
大変理解が深まりました

●

●

●

●

時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 19,000円

7/21(木) ～ 7/22(金)W004A

今回はクリーニングの機能の使い方が
よくわかった。（すみ肉溶接が格段にや
りやすくなった）

溶接機の機能や使い方、また熟練の講師
の技術を学べました。

先生の説明がとても分かり易かったで
す

会社でアルミ溶接技術者がいないため、
会社に帰って教えることが増えました

●

●

●

●

－ 35 －
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時 間 帯

 5名 3日 18時間 9:15～16：00 35,500円
TIG溶接と被覆アーク溶接による組合せ溶接技術

理論から実技まで組合せ溶接のスキルアップに役立つコースです

TIG溶接と被覆アーク溶接の組合せ溶接実習等を通して、適切な組合せ溶接施工に関
する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得する。
①　コース概要及び留意事項
　　訓練の目的
　　専門的能力の現状確認
　　問題点の整理
　　安全上の留意事項
②　組合せ溶接技術
③　溶接実習
　　TIG溶接法による低炭素鋼の裏波溶接施工
　　被覆アーク溶接法による中間層、仕上げ層部の溶接施工
　　要望に応じた各種姿勢、接手の組合せ溶接
④　品質の問題把握と解決法
　　組合せ溶接部における溶接不具合
　　溶接不具合の原因と対策
　　施工上の問題把握と解決手法
⑤　まとめ
　　質疑応答

アーク溶接作業に従事する技能・技術者の方またはその候補となる方

長袖作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

TIG溶接機、被覆アーク溶接機　等

12/14(水) ～ 12/16(金)W005A

時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 17,000円

6/30(木) ～ 7/1(金)W006A

聞いたことのある単語でも意味が分か
らなかったことを知ることができた。基
本の基本が理解できた。

現場からの要望の意図が分かり、また、
今後仕事をする上で考慮すべきことを
知ることができた

各材質の特性や溶接方法など専門的な
知識を学べた

他の溶接の知識、体験が知れて良かった

●

●

●

●
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時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 22,000円

8/25(木) ～ 8/26(金)

2/9(木) ～ 2/10(金)

W007A

W007B

組織の変化により硬度、じん性等性質が
変化することが理解できた。

熱処理の詳細が分かったため設計に活
かせそうです。

扱っている製品に熱処理加工が施され
ているため。より知識が深まりました

今まで曖昧だった部分を理解すること
ができた

●

●

●

●

時 間 帯

 5名 3日 18時間 9:15～16：00 24,000円

9/14(水) ～ 9/16(金)W008A

社内教育に役立てられる資料が得られ
たこと

RT、UTは実際に見たことがなかったの
で役に立った

今までPT検査やRT検査を依頼すること
はあったが、特にRTは検査の合否判定が
どのように行われているのか知らな
かったため、大変役に立ちました。

色々な非破壊検査ができて今後の業務
につなげたい。

●

●

●

●

－ 37 －
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 12,000円

4/13(水) ～ 4/14(木)

5/11(水) ～ 5/12(木)

7/20(水) ～ 7/21(木)

8/24(水) ～ 8/25(木)

9/28(水) ～ 9/29(木)

10/5(水) ～ 10/6(木)

1/18(水) ～ 1/19(木)

3/15(水) ～ 3/16(木)

E001A

E001B

E001C

E001D

E001E

E001F

E001G

E001H

メーカーに依頼修理をすることが多
かったが自身の知識を付けたことで簡
単な故障であれば自身で原因判明でき
るようになりました。
シーケンス（リレー、PLC）の復習とコイ
ルの故障診断方法が分かって良かった
です。
電気図面を読むだけでなく、実際に回路
を組んで学ぶことで、より具体的な提案
や解決策を見つけることができるよう
になると思いました。

●

●

●
筆記用具、長袖作業服

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 12,000円

4/20(水) ～   4/21(木)

10/26(水) ～ 10/27(木)

E002A

E002B

タイムチャートからシーケンス図を書
くことができるようになり、実際に配線
することで理解が深まりました。

リレー４つを使用した切り替え回路等、
新たな知識を身に付けることができま
した。

現場での電機系のトラブルを理解でき
るようになりました。

●

●

●

筆記用具、長袖作業服
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▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 

時 間 帯

自動化装置の保全作業に携わる方におすすめです 10名 2日 12時間 9:15～16:00 12,000円

6/8(水) ～     6/9(木)

9/14(水) ～   9/15(木)

10/19(水) ～ 10/20(木)

12/7(水) ～   12/8(木)

1/25(水) ～   1/26(木)

E003A

E003B

E003C

E003D

E003E

リレーシーケンス、PLCの各々の特徴、相
違点を学ぶことができました。

機械修理が主ですが電気は独学、経験
だったため、今回の講習は大変勉強にな
りました。

リレー、タイマー、PLCの実機を操作で
き、知識が得られたと感じました。

シーケンス制御の電動機を制御するた
めの要点を説明して頂けましたので理
解がスムーズに進められました。

●

●

●

●
筆記用具、長袖作業服

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 11,000円

8/2(火) ～     8/3(水)

12/14(水) ～ 12/15(木)

E004A

E004B

モータの原理・構造、インバータの制御
について、深く知ることができました。
PLC、インバーター、モーターと幅広い知
識を吸収できました。
自己流で行っていたPLC・インバータの
正しい使い方がわかりました。教材・テ
キストをOJT活用できそうです。
PLCを用いたインバータ制御ができるよ
うになり発展に繋がって良かったです。
またPLCC制御の理解が深まって良かっ
たです。

●

●

●

●

筆記用具、長袖作業服

－ 39 －



－ 40 －

年
間
日
程
表

月
別

機
械
系

コ

ー

ス

内

容

機
械
系
・
溶
接

電
気
・
電
子
系

共　
　
　

通

Ｑ
＆
Ａ

体
系
図

各

種

ご

案

内

構
内
案
内
図

受
講
申
込
書

スマートデバイスによるPLC制御技術

タブレット端末を利用したAndroidプログラミングによるPLC遠隔操作および、環境構築を学ぶコースです

自動化設備の設計・開発業務に携わる方におすすめです

2/28(火) ～ 3/2(木)E060AAndroid上で動作するPLC制御アプリを作成を実習します。実習を通じてネット
ワーク経由でのPLC制御技術を習得します。

①　PLCの開発環境
②　PLCのEthernet
③　Ethernetと制御用通信プロトコル
④　スマートデバイスのネットワーク接続
⑤　Androidプログラミング環境構築
⑥　制御用通信プロトコルの利用
⑦　スマートデバイスによるPLC制御実習
⑧　まとめ

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

PLCをLAN環境に繋ぎ、Androidを設備モニタとし、遠隔操作を行う方法を学
べます。
PLCは生産ラインや電動機を制御することに特化している機器であり、
AndroidやPCから、モニタリングや操作することで、IoTを実現できます。

本セミナーでは、Java言語を用いてWindowsアプリ又はAndroidアプリを
作成し、ネットワークプログラミングを行います。
アプリから制作することで、画面デザインや機能をオリジナルデザインにす
ることが可能となります。

既存の技術であるPLC設計と、今後求められるDX関連技術を融合させたコー
スとなります。
IoT産業に先手を取るために、新たな技術を身に着けたい方に向けのコースと
なっています。

前提知識として①PLC、②ネットワーク、③Javaになります。
当センターのセミナーでは、これらのコースを準備しています。
計画的に受講して頂ければより理解を深められます。

PLCの取扱いができる方
Java言語およびAndroidアプリケーション開発の知識がある方が望ましい

筆記用具、長袖作業服

負荷装置、PLC、パソコン、Android端末、無線LANアクセスポイント、工具　等



▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 

－ 41 －

6/16(木) ～ 6/17(金)

9/8(木) ～   9/9(金)

12/8(木) ～ 12/9(金)

E005A

E005B

E005C

全て独学でやっている状態だったので
専門的な知識が身につきました。

自社の機械でも同様の道具を用いてお
り、制御について知ることができました。

全く知らないPLCについて新たに知るこ
とができました。

回路作成時に考えがまとまらないことが
多かったが、今回の講習で教えていただ
いたことを実践してみようと思います。

●

●

●

●

このコースの後に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「PLCによる自動化制御技術」E006

7/12(火) ～   7/14(木)

10/12(水) ～ 10/14(金)

1/11(水) ～   1/13(金)

E006A

E006B

E006C

ラダー回路を解読することがあるため、
理解に繋がりました。

PLC制御についての知識が深まりまし
た。特に応用命令はよくわかりました。

実際に試し、目に見える形であるため理
解しやすかったです。

●

●

●

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「実践的PLC制御技術（ビット命令編）」E005

10名 3日 18時間 9:15～16:00 14,000円
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これからタッチパネルの作画やメンテナンスに携わる方に最適なコースです

7/27(水) ～ 7/28(木)

2/15(水) ～ 2/16(木)

E007A

E007B

FAラインなどで利用されているタッチパネル（三菱GOT-1000シリーズ）とPLC(三
菱Qシリーズ）との接続方法、デバイス設定方法などについて習得します。

①　概要
・タッチパネルの概要と特徴、用途
・各種接続形態
②　画面設計
・数値表示／数値入力
・コメント表示
・画面切り替え
・グラフ表示
④　総合実習（ミニコンベアライン装置の制御）
・確認・評価

タッチパネルは会社でも利用していて
運用方法が理解できました。

ラダープログラムについて分かり易く
教えていただき身につきました。

PLCとパネルとDCでの操作の一つ一つ
の意味がより深く理解できたと思います。

●

●

●

『実践的PLC制御技術(ビット命令編)』（E005)を受講された方、または同程度の知
識・技能をお持ちの方、さらに『PLCによる自動化制御技術(応用命令編)』（E006)を
受講された方、またはPLCの応用命令がわかる方が望ましい

筆記用具、長袖作業服

タッチパネル（三菱電機社製GOTシリーズ）、Q02H（三菱電機Qシリーズ）、パソコ
ン、工具　等
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空席状況の確認はwebサイト⇒ 

－ 43 －

6/2(木) ～   6/3(金)

11/1(火) ～ 11/2(水)

E012A

E012B

今まで半田は独自のやり方をしてきま
したが、今回の講習で正しいやり方を身
に付けられました。

鉛入りの共晶はんだと鉛フリーはんだ
の違いや、フラックスの役割・使用方法
を学ぶことがでました。

はんだのヌレ性や鉛フリーの特性など
知らなかった知識が身につきました。

コテ元の選定や温度管理が重要なこと
がわかりました。

●

●

●

●

講師は、実習機器メーカー白光㈱の
はんだ教育担当講師（日本溶接協会
認定講師）を予定しています。

10名 2日 12時間 9:15～16:00 22,500円

2/7(火) ～ 2/8(水)E031A

基板の設計と製造のプロセスをイメー
ジできるようになり、知識を深めること
ができました。

専門的に教育を受けていないので役に
立ちました。

●

●

5名 2日 12時間 9:15～16:00 18,000円
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6/29(水) ～ 7/1(金)E008A

現在の業務で課題となっているEMC対
策について理論的に取り組んでいける
ようになリました。

知識面に難があったため基礎的なこと
を学ぶことができました。今後の業務に
役立てられると思いました。

今までノイズ対策は経験でやってきてい
たことが多く理論的に知らなかった。今
回のセミナーでノイズの要因を知ること
で、対策の方法を検討していきたい。

●

●

●

10名 3日 18時間 9:15～16:00 22,000円

8/31(水) ～ 9/1(木)E011A

新製品の開発においてセンサーの知識
が必要でした。本講習にて基本的なセン
サー知識を得ることができました。

アナログセンサからPCへのデータ取込
みが勉強になりました。

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 11,000円
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空席状況の確認はwebサイト⇒ 

－ 45 －

3/7(火) ～ 3/8(水)E029A

何となくで使用していた主題のソフト
について、知らなかった機能を沢山知る
ことができました。

LTspiceの基本がつかめました。

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 11,000円

FPGA評価ボード（DIGILENT Basys3）、FPGA開発ツール(Vivado）

6/21(火) ～ 6/22(水)E030A

今後FPGAの技術を業務に活用していき
たいとおもいます。

書籍では学べない内容について履修で
きました。

写真はイメージです

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 10,000円
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9/7(水) ～ 9/8(木)E009A

現在はマイコン設計を外注に任せっき
りでブラックボックス状態なので解読
できると助かります。

自社製品でCPUとLCDを組み合わせた
製品開発を検討しているので役立ちま
した。

ハードとソフトの双方からの視点で
CPUを解説していただき大変分かり易
かったです。

●

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 13,000円

6/15(水) ～ 6/17(金)

8/24(水) ～ 8/26(金)

E035A

E035B

ラズパイに関する知識や技術を身に付
けることができ、今後、組込みの業務に
活かすことができます。
様々な機能を理論、フロー、実施と体系
的に学ぶことができました。
実務をよく知る経験豊富な先生で受講
して大変良かったです。

本セミナーで使用したテキストとSDカー
ドはお持ち帰りできますが、Raspberry 
Pi4B等はお持ち帰りできません。

●

●

●

10名 3日 18時間 9:15～16:00 19,000円

マイコン制御システム開発技術
（Raspberry Pi C 言語編）



▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 
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5/26(木) ～ 5/27(金)E041A

Arduinoの使い方が分かりました。

生産ラインの設備に応用できそうです。

●

●

本セミナーで使用したArduino UNO、
USBケーブル、ブレッドボード、電子部品は
お持ち帰りできます。

10名 2日 12時間 9:15～16:00 19,000円

https://youtu.be/FaIU5wPCAdI

10名 3日 18時間 9:15～16:00 25,000円

1/18(水) ～ 1/20(金)E042A

電子工作の方法やソフトウェアの基本
的な動作をよく理解できる素晴らしい
内容でした。

●

本セミナーで製作した自走ロボットはお持
ち帰りできますが、Raspberry Pi4Bと電池
はお持ち帰りできません。
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10/5(水) ～ 10/6(木)E014A

セミナー受講して自分で勉強していけ
そうです。

開発しているシステムの中でA/D変換
を作っていると聞いていましたが、どう
いうことか理解に繋がりました。

現在、マイコンを利用した製品はない
が、新製品に取り込めないか検討する足
掛かりとなりました。

●

●

●

このコースと連続で受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「組込み技術者のためのプログラミ
ング（Ｃ言語編）」ｐ．49

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

10名 2日 12時間 9:15～16:00 10,000円

マイコン制御システム開発技術
（ARMマイコン C言語編）

これからARMマイコン（Cortex-M）を使用した組込み開発に携わる方に最適な導入コースです

組込みシステム開発およびマイコン制御に必要なC言語プログラミング技術につい
て習得します。

①　ARMマイコン概要
②　開発環境と開発の流れ
・インストールからコンパイル、プログラムの動作確認
③　ARMマイコン周辺回路
・システム構成と内蔵周辺回路
④　GPIO機能
・C言語によるマイコン制御プログラム
・LED制御とスイッチからの入力処理
⑤　タイマ割込み機能
・タイマ割込み処理
⑥　A/D変換機能
・光センサの利用
⑦　PWM制御
・DCモーター制御

これから組込みシステム開発のためにC言語を習得したい方、ハードウェアエンジニ
アの方

筆記用具

※ARM（Cortex-M3）CPUの写真

ARM（Cortex-M3）CPUボード、PC、LPCXpresso（Cコンパイラ含む開発環境）

12/22(木) ～ 12/23(金)E045A

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「組込み技術者のためのプログラミ
ング（Ｃ言語編）」ｐ．50

マ



▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 

－ 49 －

7/21(木) ～ 7/22(金)E032A

マイコンの基礎とシリアル通信の方法
が理解できました。

シリアル通信のコードを初めてしっか
り読み、理解できました。

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 11,500円

写真はイメージです

マイコン制御設計に従事する技術者の方、ハードウェアエンジニアの方、基本的なＣ
言語のコードが読める方が望ましい。

※　ライントレースロボット教材はお持ち帰りいただけます。

11/21(月) ～ 11/22(火)E028A

プログラミング（制御）はほとんど知識
がなかったので今後の知識を深める良
いきっかけになりました。

PID制御をC言語で制御することを初め
て体験しました。

H8、HEW、E8Aの使用方法が解りました。

●

●

●

制御系設計業務に従事する技能・技術者の方、マイコンによるPID制御を習得したい
方。基本的なＣ言語のコードが読める方が望ましい。

10名 2日 12時間 9:15～16:00 19,500円
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10/20(木) ～ 10/21(金)E033A

分野が違う内容で理解することが難し
かったが、現在課題となっている内容に
役立てたいと思います。

今回Arduinoを初めて接続するところ
から動作させるまでの一連の流れがで
きました。全体のイメージがつかめた気
がします。

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 38,500円

組込み技術者のためのプログラミング（Ｃ言語編）
C言語プログラミングに必要な知識や技術を学びます

C言語について学びたい方、ハードウェア技術者の方におすすめのコースです

10名 2日 12時間 9:15～16:00 7,500円

6/7(火) ～   6/8(水)

12/8(木) ～ 12/9(金)

E013A

E013B

専門分野ではなかったが基礎的なとこ
ろから学ぶことができたので、知識を深
める良い機会となりました。

Ｃ言語については独学でやっていたの
で、基礎を知れて業務に活かせるように
なりました。

ポインタや構造体にも触れてもらった
ので思っていたより深い内容を学習で
きた。

●

●

●

このコースに続けて受講すると、
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「マイコン制御システム開発技術（Ｈ
８マイコンＣ言語編）」p.48

組込みシステム開発に必要なC言語プログラミング技術について習得します。

①　開発環境と訓練目的の確認
　　・開発環境動作確認
　　・コンパイル、プログラム動作確認
②　C言語プログラミング
　　・C言語の特徴
　　・変数の種類と用途
　　・制御構文（if,for等）
　　・配列
　　・構造体、共用体
　　・関数
　　・ポインタ

Ｃ言語を習得したい方
ハードウェアエンジニアの方

筆記用具

開発環境（パソコン用Cコンパイラ）




